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1．は じめ に

トリマ ラ ン型高速船の技術課題 （1）

（主要 目等及び性能）

　通 常 の排 水 量 型高 速 船 を は るか に越 え

る高 速 海 上輸 送 シ ス テム に つ いて は、従

来 か らい ろ い ろ な 方式 が 提 案 され て い ま

す。例 え ば、通 常 の高 速 艇、水 中翼 や空

気圧 で 浮上 す る方式 及 び 非 常 に細長 い船

体 を並 べ た双 胴 船 等 が挙 げ られま す。最

近 で は こ れ ら に加 え て 、細 長 い主 船体 の

両側 に小 さ な副 船体を組 み 合わせ た トリ

マ ラ ン
田 や、ペ ン タマ ラ ン が注 目され て

います。

2． トリマ ラ ン と は

　細 長 い カ ヌ
ー

の 片 舷 ある い は両 舷 に、

先端 に小 さ な フ ロートを付 け た小船 の 走

る様 は太平 洋 諸 島 の 風 物 詩 で す。優 れ た

耐航 1生を持 つ とさ れ る この タ イプ の船 が

広大 な 太平 洋 へ の人 類 拡 散 を助 けた有 力

な イ ン フ ラの
一

つ と され て い ま す。

　 トリマ ラ ン は上 述 の原 始 的 な カ ヌーと

形態、原 理 と も に全 く変 わ らず、造波 抵

抗の 少な い 細長 い船 体 で 不 足 す る復 原性

を両 舷 に付 け た小 さ な副 船 体 に よ り補 う

と い うコ ンセ プ トか ら生 ま れ ま した。即

ち、主船 体 の 断面 2次 モ
ー

メ ン ト1。、排

水容積 ▽ 。とす れ ば、BM 。
＝1。／▽ 。、副船

体の 断面 2次 モ
ー

メ ン ト1、、排水容積 ▽ s、

水線面 面 積A 、、主船体 と副船体の 中心線

間距離 と す れ ば、

　BM ＝｛1。＋2 （ls＋ 12As）1／（▽ 。＋2 ▽ s）

で すか ら明 らかにBM ＞＞BM 。で、重心や

浮心 高さ が 主船体の み と 副船体付き で 大

きな変化がなければメ タセ ン タ
ー

高さは

GM ＞＞ GM 。とな っ て 安定 側に な りま す。

また、主 船体と副船体の 寸法の 選定 に よ

り、乗り心地と安定性が両立するメタセ

ン ター
高さ を選ぶ こ と も可能で す。

3 ．主要 目等及び性能

　 公 表 資 料 によ り主 要 目、性 能、主 船 体

及 び副 船 体の 諸 元値 を抽 出 ・整 理 しま し

た。図 一1か ら図 一13 に主 船 体 長 さ L。

を横 軸 に と っ た 図 を示 しま す。使 っ た デ

ータの 中 で 、実船と して 稼 動 して し、る ト

リマ ラ ン は 3隻あ ります、最 初 は英 国 海

軍 の 長 さ 90m の 実 験 艦 RV 　 lrRITON

（図
一］4）のデータで す。次 に、長 さ55m

と少し小ぶ りで すが、オース トラ リア North

West　Bay　Ships社 こ2］
で 建造 さ れ、小 倉

一ウルサン で運航して いたTRIUMPHANT

（図
一15）の データ を載 せ ま した。そ して 、

最後 に は世 界最 大、長 さ 126．7m の トリ

マ ラン （BENCH ）JUGUA 　EXPRESS ）

の データ を載 せ ま した （図
一16）。こ の

船 はカ ナ リー諸 島 で大 型 高速 フ ェ リーを

運航 す る フ レッ ド・オール セ ン 社〔31向 け

にオ
ー

ス トラ リア の オースタ ル 社［4］
で 建

造 され、今春 引 き 渡 さ れた 話題 の トリマ

ラ ンで す。

　 図 中 の そ の 他 の データ は 参考文献の

［5］〜［8 ］に 掲 載 さ れて い る 試 設 計 段 階、

検 討段 階 の データを 使 い ま した。これ ら

の デ
ー

タ の 中 に はペ ン タマ ラ ン のデ
ー

タ

も い くつ か含 まれ て お ります が、これ ら

の ペ ン タ マ ラ ン は前 方の フロ
ートが通 常

航 行 時 には水 面 上 にあ り、船 体の横傾斜

につ れ て 水 没 し、復 原力 を得 る仕 組 み に

な っ て い る の で、基 本 的 には トリマ ラ ン

と考 える こ と がで き ま す。以 下、若「
二

の

コ メ ン ト、考 察 を述 べ ます。

　 まず 、図
一1に示 す よ う にLIBmax は

2か ら8 と非常 に幅広 い 分布を示 して い

ま す。こ れ は トリ マ ラ ン の 設 計 の バ リ エ

ー
シ ョ ン の多様さを 物語 っ て い ます 。

　次に、図
一2、3に示すようにトリマ ラ

ン の 主 船 体は 非常に 細 長 く L／B が少な く

とも ］0以上であ り、12〜15 あた りに最

も 多 く分布 して い ま す。ま た、B ／dは

1．5〜2．5あ た り に 分布 して い ま す。一方、

図
一4 、5 に示すように副胎体はさらに細

長 くL／B は 15 〜35 、B／d［ま0．5〜1．5に

分布 して い る こ と がわ か り ま し た。

　図
一6 に 示 すように 主船体 と副船体の

長 さ比 は 0．1〜0．6ま で 様 々 で すが、概

ね0．3〜O．4 に集 中 して い ま す。

　 図一7 に示 す よ う に排 水 量 は排水 量 型

船型 らしく長 さの3乗 に比例 して い ます。

　 図一8 に示 す よ う に 全 体 排水 量 の うち

副船 体 排 水量 が 占 め る割合 は非 常 に小さ

く、全 て が 70／o未満で 主 流は 3〜40／o と

な っ て い ます。

　 運 航 速 度 はデータ があ ま り集 ま らなか

っ た の で 図
一9に 最大速度 を 示 しま し

た e こ の 図で は 長 さ にはあ ま り関係な く、

30〜40ktに集 中 して い る こ と が分 か り

ま した。

　 フ ルード数 と して は 図
一

］0 に示 す よ

う に 1を 超 え る高 い も の も あ りま す が、

総 じて 0，5± 0，1近 辺 が 多い こ と が分か

りま した。一方、副 船 体 の Fnは 図
一11

に示 す よ う に0 ．5〜1．4の範 囲で 広 く分

布 して い ます。

　 最 後 に 図
一12、13に最 大 速度 に対 応

した 出力 と輸 送効 率 を示 します。

　 以 上 の よ う に公 表資 料 を 整理 する こと

に よ り、現 在稼動 して いる トリマ ラン や

試 設計 段 階 の トリマ ラ ン の 主要 目等 の大

ま か な 傾 向 を 把 握 す る こ と が 出 来 ま し

た。また、性能 との 関係 もお お よそ掴 む

こと が出 来 ま した。今後 、推 進性 能 の評

価 方法 や 耐 航性 能 につ いて も 紹介 して い

く予定で す。
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